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本研究は,サ リドマイ ド胎芽病による上肢障害者および高齢者,リ ウマチ患者 を調査対象者 とし,住 宅における上

肢障害配慮の手法を検討するものである。サ リドマイ ド者調査では,住 宅内での生活行為に伴 う身体の痛みがより一

層悪化 している状況が,高 齢者調査では,住 宅における加齢対応計画は,一 般的な身体の老化に伴 う上肢の機能低下

へ対応 している一方,上 肢障害を生 じさせる疾患を発症 した場合には,対 応 しきれ ない状況が明 らかになった。リウ

マチ患者調査では,サ ニタリー諸室における行為および調理行為や収納部分の利用行為が困難な者が多 く,住 宅改修

や福祉用具の利用 を取 り入れ解決を図る一方,人 的サー ビスの利用が少ない状況が判明した。
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  This paper explores about housing arrangements for people with Thalidomide-induced upper limb disabilities, elderly people 

and sufferer from rheumatism. From the results of these studies, it is become clear following points. The case of Thalidomide 

people, pains with bodies accompanied with daily behaviors become worse than before. Housing planning for old people is 

adapted to general aging of physical conditions of upper limb. Sufferer from rheumatism face difficulties to deal with personal 

hygiene, cooking and use of storage, and some of them introduced into housing adaptations and technical aid, however few people 

use personal support services.

1.研究の 目的

本研究は,上 肢障害者を配慮 した住環境整備の手法 を

検討するものであり 「サ リドマイ ド胎芽病 による上肢障

害者(以 下サ リ ドマイ ド者 とす る)の 住宅における生活

行為に関する研究一環境不適応 による2次 障害発生状況

を中心に一」(以 下研究1と する)の 継続研究である。研

究1で は,サ リドマイ ド者を調査対象 とし,目 本お よび

スウェーデ ンにおいて生活行為に伴 う身体の痛みの発生

状況と住環境整備状況を比較検討 した。住宅改修や福祉

用具を利用することにより,積 極的に住環境 を改善して

いるスウェーデンの調査対象者 と比較すると,住 環境改

善をほとんど行っていない 日本の調査対象者の身体の痛

みは多岐に渡 り,複 数の痛みを重複 している者が多い状

況が判明 した。 この結果 より,日 本では,住 環境整備に

おける上肢障害配慮の視点が依然 として不足 していると

い う知見が導かれた。

そ こで今回の研究では,日 本においてさらなる調査を
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重ね,サ リドマイ ド者の生活の経年変化をおさえること

により上肢障害者配慮に関す る知見をより一層深めると

同時に,新 たにサ リ ドマイ ド者以外の上肢障害者を調査

対象に加えることによ り,研 究1で 得た知見,す なわち

上肢障害者配慮に関する条件の拡大に努めた。

2.研究の方法

本研究は,3種 類の調査の結果分析および考察によっ

て構成される。

調査1:サ リドマイ ド者に対するヒアリング調査。研究

1の 調査対象者 より,重 度の上肢障害を持つ と同時に,

生活上大きな変化が見受けられた者を2名 選定 し,身 体

状況および住環境整備状況の経年変化の把握 に努めた。

調査2:高 齢者 に対するヒア リング調査。高齢者対応に

計画あるいは改修 された都営住宅居住者に対 して,上 肢

の能力低下の状況 と高齢対応住宅計画に対する評価の把

握に努めた。
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調査3:リ ウマチ患者 に対す るヒア リング調査およびア

ンケー ト調査。慢性関節 リウマチ患者の上肢障害の状況

お よび住環境整備状況の現状把握に努めた。

そ して,調 査結果の分析および考察においては,上 肢

障害を配慮 した住環境整備の方法を,住 宅の改修,福 祉

用具の利用,人 的サービスの利用 といった3つ の側面か

ら包括的に検討 を進めるもの とする。

(3)前 回調査で痛みを感 じた生活行為の現状

前回調査で痛みを感 じた生活行為の現状は表3-3に 示

した。あげ られた13行 為の うち,洗 面脱衣所での 「整

髪す る」行為のみは,身 体に負担がかか らないよう入浴

時に行 うよ うにしていたが,そ の他の行為は,現 在 も同

様 の状況であ り,痛 みや負担の程度は増 していた。

3.サ リ ドマイ ド胎芽病による上肢障害者に対する調査

3.1サ リドマイ ド胎芽病による上肢障害とは

サ リ ドマイ ド胎芽病 とは,妊 娠初期の女性 が服薬 した

サ リドマイ ド剤 により,胎 児 に,上 下肢の奇形や聴覚障

害などが生 じる病気である。 日本では,上 肢障害を持っ

者 の占める割合が高い。サ リ ドマイ ド胎芽病 による上肢

障害の特徴は,栢 森 によると 「リーチ と握力 ・ピンチ障

害」1)と説明され る。 り一チ障害 とは,奇 形 による上肢

の短縮や関節の形成不全のため対象物に手が届かないこ

と,す なわち到達能力の低下を意味 し,ま た,握 力 ・ピ

ンチ障害 とは,親 指が他の4本 の指 と対向するように形

成 されないな ど手先 ・指の奇形 によ り,握 力が弱 くなっ

た り,つ まむ(ピ ンチ)能 力が低下することを意味 して

お り,上 肢の巧緻能力の低下を引き起こす。

3.2調 査概要

研究1の 調査対象者8名 より,重 度の上肢障害を持っ

と同時に,日 常生活上の変化のあった 」-2とJ-4を 選定

し,前 回調査か らの経年変化をおさえるべ くヒアリング

調査を実施 した。調査は,2002年8月 に実施 し,調 査内

容は,① 生活上の大きな変化,② その後の身体状況,③

前回調査で負担 を感 じた生活行為の現状,④ 住環境整備

への希望,で 構成 される。なお,前 回調査は1997年6

月に実施 してお り,概 ね5年 が経過 している。

3.3調 査結果

1)」-2に 対する調査結果

(1)生 活上の変化

」・2の生活上の変化は,表3-1に ま とめた。3年 前に,

台所,浴 室,便 所,洗 面所 を改修 し,特 に台所の改修に

よ り調理行為が楽になったと評価 していた。

(2)身 体状況の変化

J-2の 身体状況の変化は表3-2に 示 したが,全 般的に

身体状況は低下 している。前回調査では,首 や腰の痛み

と視力の低下を訴 えていたが,今 回の調査では,手 先の

感覚のにぶ りや肩および肩から首にかけてのしびれ ・痛

みが発生 している状況が判明した。特に肩や肩か ら首に

かけての痛みがひ どくなっているようである。また,全

般的に,生 活行為に伴 う身体の痛みも悪化 している。



(4)住 環境整備に対す る今後の希望

住宅に関しては,改 修できる部分は全て直 したので,

これ以上の改修は望んでいない。なお,こ れまで改修に

費や した費用は,全 額 自己負担 した。居住する自治体へ

の申請 も検討 したが,手 続 きが煩雑であることや改修内

容が限 られることな どか ら,自 己負担 を選択 した。

3年 前に実施 した改修 の内容は以下の通 りである。

台所:台 所設備 を1式 入れ替 えた。その際,調 理台の高

さを調節(立 ち上が り手で調理す る場合を前提 とした高

さ)し,ま た,ガ スコンロ台部分 と調理台をフラッ トに

し,調 理中の鍋 などは持 ち上げず,横 にず らして移動で

きるように した。水道の蛇 口の栓は,押 しボタンを足元

に取 り付け,ボ タンを蹴れば水が出た り止まる設備 とし

た。また,収 納は,全 て引き出 し式のものとし,食 器や

調理器具などもその中に収納 しているため,奥 の物 も取

り出しやす くなった。なお,収 納部分の引き出しは軽い

力で操作できる。

浴室:湯 張 りなどの操作パネル を壁に設置。浴槽か らの

湯抜きも浴槽の縁 についたボタンを押せば抜けるものと

した。

便所:フ ラッシュバルブや温水洗浄便座の操作パネルを

壁へ設置。(以 前の便座の脇)

洗面所:操 作 しやすい水道の蛇 口の栓へ変更。

福祉用具の利用 に関 しては,生 活の中に取 り入れたい

物があるが,実 在 しないこと,あ るいは自分の障害のニ

ーズに合わない ものが多い
。福祉用具に関する情報 をも

っと入手したい と希望していた。

人的サー ビスの利用に関しては,夫 が家 を開けること

が多いため,布 団干 し,高 い部分の収納からの物の出 し

入れ,重 い物やか さばる物の買い物な ど,自 分1人 では

処理が困難 な生活行為をサポー トするようなサービスを

利用 したいと希望 していた。

2)」-4に 対す る調査結果

(1)生 活上の変化

」-4の 生活上の変化は表3-4に 示 した。

住宅では,物 干 しの高 さを変更 した り,換 気扇をプル

スイ ッチから押 しボタンスイ ッチへ変更といった小規模

な改修 を行っていた。家族構成では,2人 の子供が成長

して 自立 し,育 児行為への負担が無 くなった。家事労働

の負担状況では,子 供が成長 したため,夫 が外勤 とな り,

家事労働 を1人 で負担することになった。 しか し,そ の

内容 によっては,子 供が手伝 うよ うになってきている。

(2)身 体状況の変化

」-4の 身体状況の変化は,表3-5に まとめが,全 般的

に身体状況は低下 している。前回調査であげ られた,指

の しびれ,腰 や腰か ら足の付け根にかけての痛み ,視 力

の低下はより進行 し,持 久力および平衡感覚の低下を感

じるようになっていた。

(3)前 回調査で痛みを感 じた生活行為の現状

前回調査で痛みを感 じた生活行為の現状は,表3-6に

示 した。



22の 生活行為の うち,「 洗面器 ・手おけで浴槽か ら湯を

汲む」,「換気扇をつける とめる」 「物干 しか ら洗濯物 を

運ぶ」「ひ もタイプの照明スイ ッチをつける消す」4っ の

行為は,環 境 を改善す ることにより負担が軽減 していた。

また,「 上部収納棚から食材食器 を出す」「電子 レンジへ

料理 を入れる出す」の行為は,子 供に頼み 自分では処理

しない ように していた。その他では,前 回調査時 と同 じ

状況である行為が多 くを占めてお り,特 に 「便器を磨 く」

行為では 「右足への負担がさらに重 くなった」 と答 えて

いた。

(4)住 環境整備 に対する今後の希望

住宅 に関 しては,現 在1ヶ 所改修を予定 している。洗

面脱衣所に置かれた洗濯機の床部分であるが,こ れまで

は,二 層式洗濯機を使用 し,洗 濯槽か ら脱水槽への洗濯

物の出 し入れを足で行 うため,洗 濯機 を置く部分の床 レ

ベルを下げていた。 しか し,娘 達が手伝 うよ うになって

くれたことと,今後全 自動洗濯機の購入 を予定 してお り,

それに合わせて床 レベル をもとの高さに戻す予定である。

改修 に要する費用は自己負担するつもりである。

福祉用具の利用に関しては,外 出 した際,排 泄時に衣

服を着脱す るためのフックを探 してい るが,希 望するも

のが手に入 らずに困っている。外出先での使用のため,

どのよ うな条件であって も便所内の壁に吸着するような

吸盤 のついた物を望んでいるが,見 つか らない。用具全

般に関 して,自 分のニーズに適応 した物が手に入 らず不

満である。

人的サー ビスの利用に関 しては,子 ども達が 自立 し,

自分の年齢 が進んだ際には,ホ ームヘルプサー ビスの利

用が必要になると考えている。

4.高 齢者に対する調査

4.1老 化に伴 い生 じる上肢の能力低下とは

老化に伴 う上肢の能力低下の状況を一概 に捉 えること

は困難であるが,関 節の萎縮や筋力の低下などによ り,

対象物を握った りつまんだ りすることが困難になった り,

握力の低下などが生 じる傾向にある2)。 また,身 体寸法

の縮小により,上 肢の到達領域 も狭まる傾 向にある。あ

わせて高齢になると,脳血管疾患やパーキンソン病など,

上肢の麻痺や拘縮 ・変形を伴 う疾病の発症頻度 も高くな

り,そ の場合,重 度の上肢障害を有することになる。

4.2調 査概要

2001年9月 に,東 京都東久留米市のシルバー ピア住宅

(以下ピア住宅とす る)お よび北区のスーパー リフォー

ム実施団地(以 下 リフォーム住宅とす る)に おいてヒア

リング調査を実施 した。 ピア住宅では,ワ ーデンを通 じ

て調査対象者8名 を,リ フォーム住宅では,団 地自治会

を通 じて7名 の調査対象者を選定 した。調査内容は主に,

①調査対象者の身体状況,② 前住宅(リ フォーム前の住

宅)に っいて,③ 上肢による生活行為の処理状況,④ 高

齢対応住宅の対す る評価,な どによって構成 される。

4.3ピ ア住宅および リフオーム住宅

における高齢対応住環境整備

ピア住宅を供給するシルバー一一・一・ピア事業は1988年 より

東京都によって開始 された事業であ り,高 齢者向けに配

慮 した構造 ・設備を持つ集合住宅の供給を行ってきた。

住戸内計画は,東 京都の策定 した 「加齢対応型住宅の建

設指針」に基づいて行われている。一方,ス ーパー リフ

ォーム事業は,1988年 に開始 された事業であ り,昭 和

40年 代 に建設 された都営住宅 を,間 取 りや設備などの変

更によ り新築住宅の水準まで引き上げる改善を行ってい

る。そ して,高 齢化の進む居住者への対応も視野に入れ,

室内 ・共用部分 のバ リアフリー化 もリフォーム ・メニュ

ーの1つ として位置づけている。これ らの住宅において,

上肢の能力低下を配慮 したもの としては,ド アノブや水

道の蛇 口の栓を レバーハ ン ドル式に した り,使 いやすい

大きめ電気スイ ッチの設置など,住 宅設備機器のデ ィテ

ールに関するものが見受 けられる。

4.4調 査結果

本項では,調 査対象者の概要お よび現住宅に対す る評

価をまとめる。

1)ピ ア住宅における調査結果

(1)調 査対象者の身体状況

調査対象者の概要は,表4-1に 示 した。なお,ピ ア住

宅調査対象者 は,事 例番号 としてP-1か らP・8を 振った。

調査対象者8名 の平均年齢は73.3歳,性 別は女性6名,

男性2名 である。身体的条件は,女 性が身長140cm代 前

後,男 性は160c皿 代に分布 している。シルバー ピア住宅

の利用条件は 「独 立して 日常生活 を営めること」3)であ

り,比 較的健常な高齢者 の入居を前提 としているが,入

居年度か ら年月が経つに連れ身体状況は低下 していく傾

向にある。本調査対象者においては,70歳 代の女性5名

が,健 康状態は 「時々悪い」と答えている。また,障 害

者手帳の取得および要介護認定の状況であるが,P・4は

平成4年 に脳梗塞 を発症 し,骨 粗 しょう症も併発 してい

るため要介護認定を受けているが本人には認定結果が不

明な状況であった。また,P-6は 慢性関節 リウマチを発

症 してお り,障 害等級は2級,要 介護認定1を 受けてい

た。P-6の 慢性関節 リウマチであるが,両 上肢 ・両下肢

に痛み ・変形などの症状が出てお り,特 に,最 も症状が

重いのは,左 手および手指であ り,常 に痛みを感 じる状

態である。

(2)現 住宅に対する評価

ピア住宅の住戸 内各部分 に対する居住者の評価 は表



4-2に まとめた。住戸内各部分 ごとに,そ の評価を5殺

階で示 したものであるが,概 ね 「大変満足」「やや満足」

など高い評価が下されていた。一方,慢 性関節 リウマチ

患者であるP・6は,住 宅内での生活に不便を感 じる部分

が数多 く存在 し,「玄関」「浴室」については 「やや不満」

と,「 便所」 「廊下」 「バル コニー」 「寝室」 「台所」 「居

間」の各部部分については 「どちらでもない」 と評価 し

ていた。P-6が,上 肢障害に由来 して不便を感 じる部分

として次のよ うな箇所があげられる。「ドアが重い」(玄

関),「 ペーパーホルダーの位置が悪い」(便 所),「 手す

りの位置が悪い」(浴 室),「 物干 しの高 さが低すぎる」

(バル コニー),「 換気扇のスイ ッチやコンセン トの位置

が悪い」(台 所)。 以上より,住 宅のディテール部分の高

さに対する不満であることが判明した。

2)リ フォーム住宅における調査結果

(1)調 査対象者の身体状況

調査対象者の概要は表4-3に 示 した。 リフォーム住宅

調査の対象者7名 には,事 例番号R-1か らR-7を 割 り振

った。なお,7名 中3名 は65歳 未満であるが,リ フォ

ーム前後の住宅の状況を把握 していると同時に,今 後も

現住宅への居住継続 を希望してお り,高 齢者による現住

宅への評価を目的 とする本調査の対象者に加えた。

調査対象者7名 の平均年齢は,64.4歳,性 別は女性4

名,男 性3名 である。身体的条件では,女 性が身長150cm

代,男 性が160cm代 に分布 している。障害者手帳取得者

お よび介護認定を受けている者は無 く,健 康状態も 「良

い」2名,「 普通」5名 となっている。

(2)現 住宅に対する評価

リフォーム後の住宅内各部分に対す る評価は表4--4に

示す。特に上肢の能力低下に対応 した内容については表

中網がけとした。それによると,玄 関扉の レバーハン ド

ル,便 所の引き戸の棒状の把手,浴 室や台所のレバー式

の水栓,ス イ ッチの リモコン化やスイッチの位置,ア ル

ミサッシの使い勝手などに関して高い評価を下 している

者が多 く,老 化に伴 う上肢の能力低下に対応 したリフォ

ームの内容に対する評価は概ね高い ようであった。



(3)住 環境整備 の状況

ピア住宅居住者,リ フォーム住宅居住者 ともに,居 住

者の個別ニーズに合わせた住宅改修 を行っている例は無

かった。福祉用具の導入に関 しては,内 科系の疾患によ

り手術経験のあるP-3が 「杖」を,脳 梗塞の予後 に骨粗

しょう症を発症 したP・4が 「杖」および体幹支持のため

の 「コルセ ッ ト」を,慢 性関節 リウマチを発症 している

P-6が 「シャワーチェアー」,「浴槽内での滑 り止めのた

めの吸盤」,「リウマチ患者用の靴(補 装具)」を使用 して

いた。いずれの福祉用具 ともに,移 動あるいは姿勢維持

のためのもので,上 肢の能力低下を補 うための用具の使

用は見受け られなかった。人的サー ビスの利用について

は,前 出のP・4は 「週2回 の配食サービス」,「週1回 の

掃除サービス」,「外出時の送迎サー ビス」を,P-6は 家

事援助のために 「週3回 のホs-・一一・ムヘルプサービス」を利

用 していた。なお,調 査対象者全員が比較的健康な リフ

ォーム住宅調査においては,福 祉用具の利用および人的

サービスの利用は見受けられなかった。

5.リ ウマチ患者に対する調査

5.1リ ウマチによる上肢障害とは

慢性 関節 リウマチとは4),関 節に腫れや痛みが生 じ,

徐々に進行 し,関 節の変形や歩行障害などの機 能障害を

引き起こす全身性炎症疾患であ り,関 節の痛みや腫脹,

関節変形な どを特徴 とす る。この疾患は,痛 みや腫脹 ・

変形などの炎症症状が活発化 している時と,鎮 静化 して

いる時 とがあり,無 理をすれば何 とか行える動作も多い

が,炎 症症状が出ている時に無理をす ると,さ らに症状

を悪化 させてしま う。 リウマチは,そ のほとんどが慢性

関節 リウマチであるが,そ れ以外にも悪性関節 リウマチ,

若年性関節 リウマチ,多 発性筋炎,強 皮症などの疾患が

ある。そのいずれも上肢 ・下肢に症状を呈する疾患であ

るが,本 研究では上肢障害に焦点を当てる。上肢におい

ては,肩 ・肘 ・手首な どの関節可動域に制限が生 じるた

め,到 達能力が低下する。それ と同時に,指,手 関節,

前腕の脱臼や変形 ・拘縮のため,物 を握った り,手 首 を

回転させる動作が困難になったり,指 の変形や痛みなど

により,手 先の巧緻能力 も低下する。

5.2調 査概要

調査は,ヒ ア リング調査およびアンケー ト調査によっ

て構成 される。それぞれの調査概要は次の通 りである。

ヒアリング調査:2001年8月 に実施。社団法人 日本 リウ

マチ友の会を通 じて,調 査対象者 を8名 選定 し,自 宅へ

の訪問ヒア リング調査を行った。調査内容は,① 調査対

象者の身体状況,② 住宅各部分における生活行為の処理

状況,③ 住環境整備の現状(住 宅改修,福 祉用具の利用,

人的サービスの利用にっいて),で ある。

アンケー ト調査:2002年2月 ～3月 に実施。社団法人 日

本 リウマチ友の会 を通 じて,関 東地方1都6県 より500

名 を無作為抽出し,郵 送によるアンケー ト調査を実施 し

た。調査内容は①現在の身体状況,② 住宅内での生活行

為の処理状況,③ 住宅の改修状況,④ 福祉用具の利用状

況,⑤ 人的サービスの利用状況,に よって構成 される。

311名 より回答が寄せ られ回収率は62.2%で あった。

5。3事 例調査からみた リウマチ患者の

住環境整備の現状

1)調 査対象者の概要

(1)居 住形態お よび家族構成

調査対象者の概要は表5-1に まとめた通 りである。調

査対象者にはCR-1か らCR・8の 事例番号を振った。調

査対象者8名 とも女性であ り,8名 中6名 が専業主婦,

2名 は仕事に就いていた。 また,家 族構成 であるが,単

身2名,そ の他の者には,夫,子 供,孫 な どの同居家族

がいる。住居形態では,分 譲集合住宅居住者4名,持 ち

家一戸建て住宅居住者2名 で,持 ち家率は高い。その他



の2名 は,そ れぞれ社宅,公 団賃貸住宅に居住 していた。

② 身体状況

各調査対象者の身体状況の概要は表5-1に,上 肢によ

る動作の概況は表5-2に 示 した。

調査対象者の年齢は,40歳 代1名,50歳 代4名,60

歳代2名,70歳 代1名 で構成 され,平 均年齢 は57.9歳

である。発症年齢は,10歳 代1名,20歳 代3名,30歳

代3名,50歳 代1名 であ り,比 較的若い頃より発症 して

いる。障害等級では,1級 が3名,2級4名,3級1名

であり,要 介護認定を受けている者 も2名 いた。なお,

40歳 以上の慢性関節 リウマチ患者は特定疾病患者 とし

て介護保険の利用対象者に含まれる。健康状態では,「良

い」2名,「 時々悪い」4名,「 常に悪い」2名 であった。

上肢の状態は,い ずれの調査対象者 とも,関 節や指など

に痛み ・しびれ ・変形などの複数の症状を持っているが,

特に症状の重篤な部位,左 右の別には個人差が見受けら

れた。上肢による動作の概況は表5-2に 示 したが,で き

なかった りあるいは症状の進行を防 ぐためにしない動作

や,軽 い物や小 さい物の場合はできるとい うよ うに条件

付きであればできるとい う動作が大半を占めた。特に「回

すまたはね じる」 「押す」「握る」といった手先での動作

のできない者が多い。



2)生 活行為 の状況

住宅各部分における生活行為の状況は表5-3に まとめ

た。表では,69の 生活行為の処理方法 を,① ○:体 調の

良い時のみや使用す る部分の住宅設備機器な どの形状が

障害の症状に適 している場合のみ といった条件付きであ

ればできる,② ◇:上 肢ではできないが身体の他 の部分

でできる,③ ▲:福 祉用具 を利用すればできる,④ ★:

生活行為を行 う部分 の住宅改修を実施 したのでできる,

⑤◆:家 事援助サー ビスを利用 して処理す る,⑥ ●:身

辺介助サービスを利用 して処理する,⑦ ※:他 の家族が

行 う,⑧ ×:で きない,⑨ 空欄:問 題 なくできる,の9

っに分類 し示 した。 なお,複 数の方法を重複 している場

合には,欄 内に複数 の記号 を記入 した。また,住 宅内に

該当する設備 ・デ ィテールが無い場合 には,欄 内に 「な

し」と示 した。

① 「○:条 件付きでできる」は調査対象者8名 の総計

で150ヶ 所に記 されてお り,多 くの生活行為が体調や住

宅および設備機器の条件 に左右 されていることが判 明し

た。② 「◇:身 体の他の部分で」は,CR・8の 「便所の

床を磨 く」1ヶ 所のみであ り,先 天性障害者に見受 けら

れたような,手 に代 わるの身体の代替部位の使用がほと

んどないことがわかった。③ 「▲:福 祉用具を利用 して」

は,7名 が21ヶ 所 に記 している。使用 している用具の

内容は,回 転式をレバー式に変えるため ドアノブや水道

の蛇 口の栓に取 り付 けるものや,コ ンセン トへの電気コ

ー ドの着脱を容易にす るための器具など
,上 肢の巧緻能

力の低下を補 うためのものと,洗 濯機への洗濯物の出 し

入れの時に使用す るリーチ ャーなど,到 達能力の低下を

補 うものとに分かれた。④ 「★:住 宅改修を実施」は,

7名 が32ヶ 所に記 している。改造の内容は,ド アノブ

や水道の蛇 口の栓の レバー式への改修が多 くを占めた。

また,CR-2は,押 入や クローゼッ トなどを,上 肢の到

達域が狭くても使用できるように改修 していた。人的サ

ービスに関しては,⑤ 「◆:家 事援助サー ビスを利用」

は3名 が30ヶ 所に,⑥ 「●:身 辺介助サービスを利用」

は1名 が9ヶ 所に記 していた。⑦ 「※:家 族が行 う」は,

同居家族がいる6名 およびCR-7が61ヶ 所に記 していた。

CR-7は 近 隣に住む姉が訪問 していた。⑧ 「×:で きな

い」は7名 が35ヶ 所 に記 していた。特に 「ガスの元栓

をひね る」に関 しては8名 中7名 ができない と答えてい

た。

3)住 環境整備の状況

前項の結果 より,住 宅改修 を実施 した り福祉用具を利

用 している者が各々6名,人 的サービスを利用 している

者が3名 であることが判明 した。次項に2事 例を取 り上

げ,そ の具体的状況を紹介す る。



4)事 例の検討

CR-2の 場合:現 在,分 譲集合住宅に単身で暮 らす。

障害手帳の等級 は3級 であり,上 肢の関節や手指に痛

み ・しびれ ・変形が生 じている。下肢も膝 と足首の関

節 に症状がある。住環境整備の状況は次の通 りである。

① 住宅改修は,上 肢が不 自由なため物が取 り出 しに

くく,生 活 しやすい環境 をつ くるためこれまで2

回実施 した。1回 目は1974年 に実施 し,ビ ル ト

インの収納の奥行 を90cmか ら60cmに 改修 し,

押入 も両側 か ら使用 できるように取 り出 し口を

とりつけ,押 入 内部の棚 も段を増や した。2回 目

は1988年 に実施 し,浴 室を広 くし,ま た台所の

調理台の高 さが高すぎたため,調 理台1式 を買い

換え低 い高 さのもの とした。費用はいずれ も全額

自己負担であった。

② 福祉用具は,ド アノブに取 り付ける自助具および

コンセン トに取 り付ける自助具を使用 している。

いずれ も手先の巧緻能力の低下を補 うためのも

のである。

③ 現在,ほ とん どの生活行為は自分で処理できるた

め,人 的サー ビスは利用 していない。今後は,ホ

ームヘ ルプサー ビスを利用 していきたい と考 え

ていた。

CR・7の 場合:現 在,公 団賃貸住宅に単身で暮 らす。

障害者手帳の等級は1級 で あ り介護保健 も要介護3

を受けている。両上肢 ともに変形があ り,ま た下肢の

障害 も重度で車いすを使用 している。住環境整備の状

況は次の通 りである。

①1991年 に現在暮 らす横浜市の公団住宅に入居 した。

入居が決定 した際には入院中であったが,ケ ースワ

ーカーが下見を した後OTが 対応 し,住 宅改修 を済

ませてか ら入居 した。公団の一般住宅を改修 した初

めての事例である。改修の内容は主に車いすの使用

に対応 したものである。改修に要 した費用は,横 浜

市の住宅改修費の支給を20万 円受け,そ れ以外は

自己負担 した。

② 福祉用具では,電 動車いす,手 動車いす,お よび上

肢の巧緻能力の低下を補 う自助具を利用 している。

自助具は,OTがCR・7の 身体状況を考慮 して作成

したものでは,歯 ブラシの柄を長 くしたもの,整 髪

用ブラシ,ガ ス コンロの点火スイッチを回転 させる

道具,物 をとる道具などが,リ ウマチ友の会 より贈

呈 された道具では,コ ンセ ン トよ り電気 コー ドを抜

くための道具,ド アノブに取 り付 ける自助具,リ ー

チャv-一・・,蛇 口に取 り付ける 自助具,が ある。OT作

成の 自助具は材料費のみ負担 してお り,自 助具は,

10年 ほ ど前 よりOTに 直接相談 し製作 してもらっ

ているので,非 常に使いやすい。

③単身の在宅生活であるため人的サー ビスは頻繁 に

利用している。現在受けているサービスの内容は次

の通 りである。ホームヘルプサービスは週5目,1

目3時 間程度利用 してお り,サL・一・・ビスの内容は,主

に入浴介助,食 事の準備,掃 除,洗 濯である。訪問

看護婦は週1日 利用で,主 に入浴介助 を受ける。不

定期にガイ ドヘルパーも利用。これ らのサー ビスの

利用に係 わる費用であるが,介 護保険の給付および

横浜市の訪問介護事業の給付 を受けている。今後は,

緊急通報システムを利用を考えている。

以上の2っ の事例 より,住 宅改修 の内容や使用す る

福祉用具の種類,人 的サー ビスの内容は,障 害の症状

に加えて,住 宅事情や家族構成などの影響を受けてい

る状況が判明 した。

5.4ア ンケー ト調査か らみたリウマチ患者の全体像

次に,本 節では,ア ンケー ト調査を通じて,リ ウマチ

患者の全般的な上肢障害の特性および住環境整備状況の

特性把握に努める。

1)調 査対象者の属性

調査対象者の属性 は表5-4に 示 した。性別は女性 が圧

倒的に多く89.7%,男 性 は7.7%で あった。年齢は60

歳代が最 も多 く55.6%を 占め,同 居家族の有無に関 して

は家族のいる者が86.2%,住 居形態は戸建て持ち家に暮

らす者が多 く71.1%を 占めていた。障害者手帳の保有状

況であるが,「 手帳あり」が197名(63.3%)で あった。

障害の等級の内訳は,1級49名,2級95名,3級31

名,4級14名,5級2名,無 回答6名 である。一方,

要介護認定を受 けた者は87名(28.0%)い た。要介護

度の内訳は,要 支援3名,要 介護1が23名,要 介護2

が26名,要 介護3が11名,要 介護4が8名,要 介護5

が8名,無 回答が8名 であった。

2)調 査対象者の身体状況

現在の健康状態は表5-5に 示 した。 「良かった り悪か

った り」 とい う者が最 も多 く53.1%,次 いで 「悪い」が

20.6%を 占めた。上肢の状態は表5-6の 通 りであり,多

くの者が複数の症状を有 していることが判明した。最 も

多いのが 「肩 ・肘 ・手首の関節に痺れや痛みがある」で

あ り,全体の74.3%が この症状を持っている。次いで 「指

が変形 している」が70.7%,「 手首関節が動かない ・動

きにくい」が64,0%,「 手の指に痺れや痛みがある」が

62.4%を 占めた。

3)生 活行為の状況

住宅内における生活行為の状況は表5-7に まとめた。

各行為の処理状況は,「 できる:普 通にできる」「なん と

かできる:少 し時間がかかっても工夫した り,住 宅を改

造 した り,自 助具な どを使 いなが らひととお り自分でで

きる」「できない:手 伝って もらわなければできない」と



表5-4調 査 対 象 者 の概 要(リ ウマチ・アンケート調 査)

n %

性 男 24 7.7

別 女 279 89.7

1無 回答 8 2.6

20歳 代 2 0.6

年 30歳 代 10 3.2

40歳 代 21 6.8

齢 50歳 代 67 21.6

60歳 代 173 55.6

無回答 38 12.2

同 いる 268 86.2

居 いない(単 身) 38 12.2

家 施設入所中 1 0.3

族 無回答 4 1.3　

戸建て持ち家 221 7t1

分譲集合住宅 41 13.2

住 民間賃貸住宅 16 5」

居 公的賃貸住宅 16 5.1

形 社宅・官舎 2 0.7

態 施設 1 0.3

その他 10 3.2

無回答 4 t3

障 手帳あり 197 63.3

害 手帳なし 111 35.7

無回答 3 1.0

要 認定受けた 87 28.0

介 認定受けず 217 69.8

護 無回答 7 2.2

合 計13111100ゆ

表5-5現 在 の 健 康 状 態(リ ウマチ・アンケート調 査)

健康 状態 n %

良い 22 7.1

普通 59 19.0

良かったり悪かったり 165 53.1

悪い 64 20.6

無回答 1 0.3

合計1311110α0

表5-6上 肢 の状態(複 数回答可)(リ ウマチ・アンケー欄 査)

上肢の状態 n %

肩 ・肘・手首の関節の痺れや痛みがある 231 74.3

手の指に痺れや痛みがある 194 62.4

肩関節が動かない・動きにくい 126 40.5

肘関節が動かない・動きにくい 131 42.1

手首関節が動かない・動きにくい 199 64.0

指が変形している 220 70.7

肩関節に人工関節が入っている 4 1.3

肘関節に人工関節が入っている 22 7.1

手指に人工関節が入っている 6 1.9

その他 71 22.8

特に問題なし 13 4.2

合計1311110α0

表5-7住 宅 内 に お け る 生 活 行 為 の 状 況(リ ウマチ・アンケート調 査)

場 所 行 為 できる な んとか できる できない 無 回答 合計
n% n96 n% n%

■

n%

浴 室

身体 を洗 う

頭 を洗 う

水 道 の 蛇 口 の 栓 をひね る
シャワー を持 つ

浴室 の ドアを開 ける・閉 め る
浴 室 内を掃 除す る

11938.3

12038.6

11637.3

14947.9

14947.9

7022.5

13242.4

11938.3

15449.5

12439.9

13142.1

8226.4

i鐸騨
258.0

216.8

149騨

72.3

72.3

113.5

134.2

103.2

103.2

1311100
.0

311100.0

311100.◎

311100.0

311100.0

3判100.0

便 所

衣 服 を着 脱 す る

排 泄 後 の 処 理 をす る

便 所 の ドアを開 ける・閉 め る
便 所 内を掃 除す る

13543.4

14546.6

17355.6
8025.7

14546.6

15148.6

11938.3
10533.8

247.7

82.6

123.9

117灘

72.3

72.3

72.3

92.9

311100.0

31雪100.0

311100.0

311100.0

洗 面
脱衣 所

水 道 の 蛇 ロ の 栓 をひね る

洗 顔す る

整 髪す る

身 体を拭 く

衣 服を着 脱す る

12038.6

11336.3

12239.2

12540.2

12038.6

壌4847.6

14346.0

{3543.4

14045.0

14245.7

i覇
4313.8

3611,672.3

51.6

51.6

61.9

61.9

311100.0

311100.0

311100.0

311100.0

311100.0

台 所
食 事室

水 道 の 蛇 口 の 栓 をひね る

ガスの 元 栓 をひ ね る

まな 板 上 で食 材 を切 る

加 熱 調 理 器 で調 理 す る

食 器 や なべ などを洗 う

食 卓 に料 理 を還 ぶ

食 卓 で食 事 す る

12640.5

肇1537.0

10734.4

12339.5

10132.5

12138.9

15549.8

13944.7

11737.6

13443.壌

13041.8

14045.0

13041.8

14045.0

3711,992.9

11醗{ll:1
4614.8123.9

59騨113.5

4614.8144.5

92,972.3

311100.0

311100.0

311100.0

311100.0

3冒100.0

311100.0

311100.0

押 入 押 入 の 戸 を開 閉す る
押 入 の 中 に物 を収 納 す る

14747.3

7323.5

12038.6

10232.8

3711,972.3-
130騰61.9

311100.0

311100.0

ドア ・窓

の 取 っ 手

や 鍵

玄 関 の ドアを 開 閉す る
戸 外 より玄 関 の 鍵 を開 閉 す る

住 宅 内 より玄 関 の 鍵 を開 閉 す る

住 宅 内 の ドア を開 閉す る

窓 の 鍵 を開 閉 する

窓 を開 閉 する

14346.0

14045.0

14446.3

14646.9

13844.4

13844.4

13744.1

128412

13041.8

14045.0

12239.2

13041.8

258.0

3812.2

309.6

185.8

4414.1

3511.3

61.9

51.6

72.3

72.3

72.3

82.6

311100.0

311100.0

311100.0

311100.0

311100.0

311100.0

スイッチ ・

コンセント

照 明 の ス イ ッチ を つ け る ・消 す

コンセントに 電 気 コードを 差 し込 む ・は ず づ

17857.2

10433.4

12540.2

13844.4

31.0

63灘 羅

51.6

61.9

311100.0

311100.0

↑

15%以 上 の 者 が 「で きな い 」と答 え た 行 為 を網 が け
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定 義付 け し回答 してい ただ いた。表 中回答者 の15%以 上

が 「で きな い」 と答 えてい る行為 を網 が け した。特 にで

きな い者 の 占め る割合 の多 い行 為 は,「 浴 室 内 の掃 除 を

す る」47.9%,「 押 入 の 中に物 を収納 す る」 が41.9%,

「便 所 内を掃 除す る」が37.6%で あ り,い ずれ も腕 の運

動 と手先 の運動 を組 み合 わせ て行 う行為 であ る。次 い で,

「ガスの 元栓 をひね る」22.2%,「 頭 を洗 う」20.9%,「 コ

ンセ ン トの電気 コ…一・一ドを差 し込 む ・はずす 」20.3%の 行

為 が あげ られて い る。 「頭 を洗 う」は前 出の行為 同様,腕

と手先 の運 動 を組 み合 わせ た行 為で あ り,「 ガスの元 栓」

と 「コ ンセ ン ト」 は手 先 に力 を入れ なが ら巧 緻 な運動 を

行 う行 為 であ る。

4)住 環 境整 備 の状況

(1)住 宅 改修 の状況

住宅 改修 の実施 状況 は表5-8,表5-9に 示 した 通 りで

あ り,改 修 の多 い場所 は,「 便 所」63.3%,「 浴 室」57.9%,

「台 所」54.7%で あ った 。それ ぞれ の場 所で の改修 の 内

容 は表5-10に ま とめた が,浴 室 で は 「水道 の蛇 口の栓 」

66.1%や 「ドアま たは ドア ノブ」38.3%,便 所 で は 「温

水洗 浄便座 の設置 」74.1%お よ び 「ドア または ドア ノブ」

33.5%,台 所 では 「水 道 の蛇 口の 栓」84.7%な ど,上 肢

の巧緻 能 力 の低 下 を補 うた めの改修 が数 多 く行 われ てい

た。な お,改 修 に要す る費 用で あ るが,表5-10よ り61.8%

が 「全額 自己負 担」 で あ る と答 えていた。

(2)福 祉 用具 の利 用状 況

福祉 用 具 の利 用状 況 は表5-11に ま とめた。利用者 の多

い用具 は,自 助 具 では 「孫 の手」42.4%,次 い で 「ドア

ノ ブ回 し」28.3%,「 水 道 栓 回 し」25.1%で あ り,上 肢 の

到 達能 力や 巧緻 能力 の低 下 を補 うための用 具が取 り入れ

られ てい た。生 活補助 具 では,「 温風 温水 便 器」29.6%,

「シ ャ ワー チ ェアー」19 .6%,「 浴 室 でのすべ り止 めマ ッ

ト」13.8%な ど,便 所や 浴 室で使 用 され る用 具の利 用 が

多 か った 。 なお,福 祉 用 具 を利 用 し ない とい う者 も

19.3%い た 。用具 の購i入 費 の負 担状 況で あ るが,表5--12

よ り 「全 額 自己負 担」 と答 えた者 が53.0%を 占 めた。

(3)人 的 サ ー ビスの利 用状 況

人 的 サー ビス の利 用状 況 は表5-13に 示 した。最 も利 用

され て い るサー ビス は 「ホームヘル プ サー ビスに よる家

事援助 」 で あ り21.5%で あ った。 一方,「 人的 サー ビス

を利 用 しな い」 とい う者 が60.8%を 占 めた。サ ー ビス利

用 者 の費 用 の負 担 状況で あ るが,表5-14に あ る通 り,

「介護 保 険 の居 宅 サー ビス」 を利 用 が44 .9%,「 市 区町

村 の ホー ムヘル プ サー ビス」を利 用 が26.5%で あ り,約

7割 が 自治 体 に よるサー ビスを利 用 して いた。 また,6

割 の 者 が 「人 的サ ー ビス を利用 しない」 と答 えた が,そ

の 理 由は表5・-15に 示 した。 最 も多 くあ げ られ た理 由 は

「他人 に よ る介護 ・介助 ・家事援 助 な どを望ま ない」で

あ り72.0%を 占 めた。



6.おわ りに

本研究 より得た結果は次の通 りである。

1)サ リ ドマイ ド者に対する調査では、生活行為に伴 う身

体の痛みの状況が、5年 の歳月を経て、さらに悪化 して

いる状況が判明 した。住宅改修を行 うことにより、生活

行為の負担の軽減化を図っている面も見受けられたが、

身体状況の悪化を防 ぐにはいたってお らず、また今後の

家族構成員の変化 などを見越 して、住宅改修や福祉用具

の利用 にあわせて人的サービスの利用が有効であると考

え られ る。

2)但 し福祉用具に関 しては、本人のニーズに適 したもの

が見つからず手に入 らない とい う意見が強かった。

3)高 齢者に対す る調査では、都営住宅に取 り入れ られて

いる加齢対応住宅設計は、一般的な老化に伴 う上肢の運

動機能の低下には対応 している状況が判明した。

4)但 し、慢性関節 リウマチや脳血管性疾患の後遺症によ

る上肢の麻痺など上肢障害を生 じさせる疾患となった場

合、現状の加齢対応住宅設計では対応 しきれていなかっ

た。

5)ま た、健常 な高齢者の場合であって も、身体寸法は

様々であ り、手す りの取 りつけ位置や収納の高 さな どに

対する不満の声はあがっていた。

6)リ ウマチ患者に対する調査では、上肢 も含めた身体状

況が不安定であり、生活行為の処理に際しても、出来 る

時と出来ない時があること、また、使用するものの形状

や重 さに応 じて、処理出来た り出来なかった りす ること

が判明 した。

7)特 に、サニタ リー関係室で行われる行為や、調理、収

納部分の利用行為などに困難を覚 えている者が多い。そ

の解決策 として、住宅改修 を行った り、福祉用具を利用

している者も数多 く見受けられたが、ホームヘルプサー

ビスなど人的サー ビスの利用者は少なかった。

8)住 宅改修や福祉用具にっいては、リウマチ患者団体 日

本 リウマチ友の会による情報提供 によるところが大きい

ようである。

本研究では、サ リドマイ ド者、高齢者、 リウマチ患者

を通 して、上肢障害配慮の住環境整備の手法について検

討 を重ねたが、以上の調査よ り、上肢障害への対応には、

身体状況、家族構成、年齢、その人の生活を把握 した上

で、住宅改修、福祉用具の利用、人的サー ビスの利用な

どを組み合わせて取 り入れてい くのが効果的であること

が判明した。また、本稿では、はじめて リウマチ患者を

調査対象として取 り上げたが、 リウマチ患者の場合、下

肢障害への対応 も合わせて検討す る必要性が感 じられた。

今後は、上肢障害 と他の障害との重複を視野に入れた研

究を展開していきたい。
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